
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 23 年 5 月 30 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

研究成果の概要（和文）： 

関東平野の綾瀬川断層、濃尾平野の養老断層を主な対象として、地形、表層地質調査を行い、

とくに河川による土砂移動プロセスと活断層の活動との関係に着目して、伏在変動地形の識別と

伏在活断層の活動性評価を目的として研究を進めた。その結果、綾瀬川断層では、最終氷期の海

面低下期に形成された埋没段丘面群と沖積層基底礫層の堆積面（埋没谷底面）において、明瞭な

断層上下変位が見出され、その平均上下変位速度は約0.5 mm/年と見積もられた。養老断層では

地震動による土石流発生と沖積錐の成長が繰り返され、断層崖を埋積してきたことなどが明らか

になった。同時に平野の地震性沈降が、コアのEC、粒度、全有機炭素/窒素、帯磁率等の分析に

よって検出可能であることが示され、そのタイミングが14C年代測定値によって与えられた。 
 
研究成果の概要（英文）： 

Alluvial lowlands such as Kanto and Nobi plains have thick Holocene valley fills. Such 

marked sediments have concealed tectonic geomorphology beneath the sediments. The 

subsurface topography was revealed by boring core analyses. The test fields were the 

Fukaya and Ayasegawa faults in the Kanto plain, and the Yoro-Kuwana-Yokkaichi fault 

systems in the Nobi plain. The main findings are as follows: (1) Buried late Pleistocene 

river terrace levels have been displaced vertically and accumulatively due to the repetitive 

activity of the Fukaya fault. Average vertical slip rate was estimated about 0.5 m / ka. 

(2) Alluvial fans concealing the Yoro fault systems are composed of alternation of debris 

flow sediments and buried soil layers. 14C dates for each soil layer imply that the debris 

flow occurred by the large earthquakes produced by the Yoro fault systems. At the same 

time, the Nobi plain was subsided co-seismically. Such sudden subsidence can be identified 

by the sediment core analyses such as EC, grain size, TOC/TN, magnetic susceptibility etc, 

and the timing of the event was determined by 14C dating of the event horizon.  
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１．研究開始当初の背景 

濃尾平野や関東平野のように、大規模河川
が流下し、氷河性海水準変動の影響が直接及
んできた臨海沖積平野では、過去 1万年間に
おける地層の累重が顕著である。こうした地
域では、活断層崖をはじめとする変動地形が
新しい堆積物によって埋積され、伏在してい
る可能性がある。臨海堆積平野には、人口や
インフラが集中しており、災害に強い土地利
用を計画・実行するうえで、こうした変動地
形の認定は極めて重要である。 
 

２．研究の目的 

沖積層に被覆された伏在活断層の有無、分
布形態、断層活動に伴う堆積場の変化、完新
世における断層活動の痕跡が沖積層に記録
されるプロセスの解明、の３つを目的とした。 

 

３．研究の方法 

主たる調査対象地域は（１）関東平野と
（２）濃尾平野であり、とくに、養老断層と
綾瀬川断層を対象として、地形・表層地質踏
査、堆積物コア分析を行った。コアの分析項
目は、電気伝導度（EC）、粒度、CN 比、珪藻
化石群集、帯磁率である。河川による土砂移
動プロセスと活断層の活動との関係に着目
して、検討を進めた。 

 
４．研究成果 

（１）関東平野では、荒川沿いの沖積層基底

礫層の堆積頂面（埋没谷底）と、埋没段丘構

成礫層頂面の標高分布を、ボーリング資試料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ 荒川沿いの埋没段丘の縦断投影図 

 

とGIS解析によって図化した。分布図の判読に

よって、荒川低地の地下には、深谷断層と綾

瀬川断層をつなぐ位置に撓曲崖が伏在してい

ることが明らかにされた。具体的には、4段の

埋没段丘面が区分され、それぞれの段丘が深

谷断層を境として隆起（下流）側のみに分布

することから、深谷断層の活動と段丘化に関

連があることが示唆された（図１）。 
 
（２）濃尾平野では、コア試料の岩相、EC、

粒度、CN比、帯磁率の鉛直方向の変化に着目
して、地震性沈降イベントの検出方法につい
て検討した。その結果、デルタフロントスロ
ープやデルタプレーンが地震性沈降すると、
堆積物の上方細粒化、ECの上昇として記録さ
れうることが明らかになった。また、プロデ
ルタ泥底に低断層崖が出現した場合、（イ）
沈降側の堆積速度とECが不連続的に増加し、
隆起側は沈降側と逆の変動傾向を示すこと、
（ロ）断層崖直下から沈降盤側へ堆積中心を
移動させながら泥層が堆積する結果、断層崖
は緩勾配化し、やがて、下盤側が埋め尽くさ
れて、ゆるやかなオリジナルな堆積勾配に達
すること、が分かった（図２）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 桑名断層崖の埋積モデル 
（Naruhashi et al, 2011 より） 
 
養老断層では地震動による土石流発生と

沖積錐の成長が繰り返され、断層崖を埋積し
てきたこと、地震性沈降による平野側の高度
低下が継続するために、沖積錐は上方へ成長



し、断層崖の累積変位地形を埋積しやすいこ
となどが明らかになった。 

以上は、いわゆる内陸直下地震の長期的活
動性評価と災害リスク評価に資する基礎的
な成果である。 
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